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開会 午後３時 

 

（ 議 事 の 経 過 ） 

◎開会宣言 

 

○松本委員長  ただいまから平成 27 年第 10 回教育委員会会議を開会いたします。 

議事日程につきましては、お手元に配付のとおりであります。 

 

 

◎日程第１ 会議録署名委員の指名について 

 

○松本委員長 日程第 1 会議録署名委員の指名を行います。本日の会議録署名委員として、大山秀

之委員を指名いたします。 

○松本委員長 日程の第 2 に入ります前に、本日の議案第 1 号、第 2号が、教育委員会会議規則第 16

条第 1 項第 1 号に該当いたしますので、非公開とさせていただきたいと思いますが、よろしいでしょ

うか。 

（異議なし） 

○松本委員長 異議なしと認め、議案第 1 号、第 2 号は非公開ということでよろしくお願いいたしま

す。 

 

 

◎日程第２ 教育長報告 

 

○松本委員長 日程の第 2、教育長報告をお願いします。 

○吉田教育長 それでは、初めに平成 27 年度版きたひろしまの教育についてでありますが、お手元の

冊子は、北広島市教育基本計画に基づく総合的な教育施策の取り組みを広く紹介するために、毎年、

作成をしています。また、本年度版では、特集記事といたしまして、平成 26 年度北海道教育委員会研

究校・指定校等の概要、エコミュージアムを普及推進するために、を紹介しているところであります。 

 なおこの冊子につきましては、市議会議員と各教育関係機関に配布するとともに、市民の皆様が閲

覧できるよう、教育委員会ホームページで公開をし、各出先機関においても閲覧図書として配置して

いる図書であります。 

 ご一読をお願いいたします。 

 続きまして、小学校教育用タブレットについてでありますが、本年 3 月に小学校 8 校と西の里陽香

分校の教育用コンピュータ教室の機器更新に伴いまして、児童用タブレット型パソコンを 314 台、教

員用タブレット型パソコン・ハイブリッド型を 9 台と、計 323 台と、無線ＬＡＮ通信機器や授業支援
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ソフト等の整備を行っております。 

 また、4月からは 1校当たり月 3回のＩＣＴ支援員派遣による運用サポートを開始したところであり

ます。 

 なお、各校のタブレット使用状況についてでありますが、配布しております資料の実践例報告のと

おり、さまざまな学習場面で活用されているところであり、今後もＩＣＴ支援員の活用を促進し、授

業での効果的な活用を推奨してまいりたいと考えております。 

 次に、文部科学省による平成 27 年度公立学校施設整備学校施設環境改善交付金の追加採択について

でありますが、4 月 27 日内定通知では不採択となっておりましたが、北の台小学校校舎老朽化対策工

事が 6月 5日に、大曲中学校北校舎等老朽化対策工事が 6月 16 日に追加で採択の通知があったところ

であります。 

 このことから、北の台小学校校舎老朽化対策工事につきましては、単独事業から交付金事業として 7

月 1日から来年 3月 20 日まで工期として、着工することとなりました。 

 また、大曲中学校北校舎等老朽化対策工事につきましても、工期は予定よりずれ込むものの、今年

度に着工できることとなっております。 

 なお、不採択となりました西の里中学校屋体及び大曲中学校屋体の老朽化対策工事につきましては、

国の平成 27 年度補正予算において財源措置がされるよう要望活動を行うとともに、交付決定がされた

場合には、繰越事業として平成 28 年度に工事を実施し、交付決定がなされなかった場合には、平成 28

年度予算要求に改めて交付金申請を行う予定としております。 

 次に、7月 3日、午後 4時頃、大曲中学校におけるメールの誤送信事案がございました。内容は、大

曲中学校 2 年 4 組の担任教員が、当日の授業時間中に男子生徒が行った問題行動について、当該生徒

の保護者に電話連絡を行いましたが、電話がつながらなかったため、学校で使用している一斉メール

配信システムを使用して、保護者に連絡をいただけるよう、メールを送信したところであります。 

 しかし、メールの送信設定を確認せずに送信をしたため、学級 34 名中、配信システムに登録されて

いる 33 名の連絡先アドレスに、当該生徒の指名や問題行動の内容を記載したメールを送信してしまい

ました。 

 担任教員は、送信後すぐに誤配信に気づき、管理職に報告の上、当該生徒の保護者に事実を伝え、

謝罪するとともに、誤配信したすべての保護者に説明、謝罪をし、送信したメールを削除していただ

くよう依頼をしたところであります。 

 校長は、7月 6日朝に、当該教諭に直接指導した上、全教職員に対し事実を報告し、メール送信や個

人情報の管理を徹底し、再発防止に向け、意識改変を図るよう指示するとともに、7月 7 日付で全保護

者に対しまして、事態の報告と謝罪を文書で行い、同時に同日、全学級で校長並びに学級担任教諭か

ら生徒に対して統一した内容で事実を伝え、謝罪を行ったところであります。 

 現在、市内 9校でメール配信システムが使用されておりますことから、7日の校長会で、誤配信防止

対策の徹底を図るよう指示するとともに、今後、使用にあたってのルールの策定、送信内容のチェッ

ク体制づくりなどの運用体制の構築や教職員の個人情報保護に関する危機管理意識の再徹底などにつ

いて指示をしたところです。なお、教育委員会として対応方針を今後、検討してまいりたいと考えて
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おります。 

 教育委員の皆様にも、大変ご心配をおかけし、申し訳ございませんでした。 

 次に、教科書展示会についてでありますが、6月 19 日から 7 月 5 日までの間、北広島市図書館にお

いて、小学校については現在使用しています教科書、中学校につきましては、来年から使用するため

国の検定を受けた教科書の見本本を展示いたしました。 

 閲覧簿を備え、閲覧された方々に記名をお願いしておりましたが、市民や学生、教員など 21 名の記

名がございました。また、意見等記入用紙を備えつけたところ、24 名の方から、ご覧になった感想や

意見をいただいているところであります。 

 これらのご意見等は管内、教科用図書採択教育委員会協議会において、参考とさせていただきたい

と考えております。 

 次に、きたひろしま 30 キロロードレースについてでありますが、6月 28 日に開催いたしました。申

込者 1,324 のうち 1,237 名。参加率 93％がスタートをし、1,170 名が完走しております。 

 運営にあたりましては、市民や学生ボランティア 196 名、市職員 85 名の計 281 名のご協力をいただ

いたところであります。 

 救護所を利用したかたは 4 名で、そのうち 1 名について救急車の出動がありましたが、すぐに回復

し、帰宅しており、大きな事故やけがなどはありませんでした。 

 参加者からは、給水所における地元高校生の声援が嬉しかったなどの声が多く寄せられまして、運

営全体についても好評をいただいたところであります。 

 次に、第 23 回スーパードッジボール選手権大会についてでありますが、7 月 4 日に開催いたしまし

た。当日は、各小学校 3、4 年生、25 チーム、311 名が参加し、東部小学校のチームが優勝をしたとこ

ろであります。 

 次に、職員の服務規律違反についてでありますが、教育部社会教育課において、経理事務の不適切

な処理により、平成 26 年度に業務が完了している委託料、2件で合計 42 万 4,548 円の支払遅滞があり

ました。2件とも同じ職員が事務を担当し、5月末の出納整理期間後に判明したものであります。教育

部では、委託請負業者に対しまして、説明と謝罪を行い、平成 27 年度予算からの支払事務を進めてい

るところであります。 

 また、この事業につきましては、市民の信頼を失うことにつながる事故でありますことから、総務

部に報告をし、現在、原因と責任について調査が行われているところであります。なお、各課に再発

防止に努めるよう指導しているところでありますが、総務部における調査が終了後に、改めて事故の

原因と責任に、今後の服務規律の徹底についてご報告をさせていただきたいと考えております。 

 最後に、北広島市小学校給食運営委員会と中学校給食運営委員会の開催結果についてでありますが、

小学校は 6 月 17 日、中学校は 18 日に開催いたしました。委員会では、第７回教育委員会会議にて承

認をいただきました新任の委員に対しまして、委嘱状の交付を行いました。その後、議案の審議では、

平成 26 年度学校給食費会計の決算報告、会計監査報告及び平成 27 年度の補正予算に対しまして、ご

意見をいただき、承認をいただいたところであります。 

 また、報告事項といたしましては、食物アレルギーに関する取り組みと食に関する指導の推進事業
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について報告をしたところであります。 

 なお、その他といたしまして、学校給食の献立及び給食食材に関する説明と試食を行ったところで

あります。運営委員会会議の詳細につきましては、給食センター長から報告をさせます。 

 以上、報告に代えさせていただきます。 

○川口給食センター長 それでは私の方から、報告をいたします。お手元に配付しています「北広島

市教育委員会会議教育長報告資料」の内容について報告をいたします。 

 教育長報告にもありましたが、6月 17 日、18 日に、小中学校それぞれの給食運営委員会を開催いた

しました。委員会でご報告をして承認をいただいた内容についてですが、まず資料の 1 と 2 になりま

すけれども、これにつきましては、平成 26 年度の小中学校給食会計の収支決算報告、また会計監査報

告を行い、その後、平成 27 年度の補正予算についてご説明をし、ご承認をいただいたというものであ

ります。 

 決算報告について簡単にご説明いたしますけれども、資料の 1 の 3 ページをご覧いただきたいと思

います。 

 3 ページにつきましては、小学校給食会計の平成 26 年度の収支決算ということで、本年度におきま

しては、収入の方が予算を 366 万 1,790 円ほど上回った歳入ということで、１億 7,817 万 259 円とな

っております。 

 これに対して支出が、１億 7,507 万 4,858 円ということで、執行残といたしまして 309 万 5,401 円

という結果となっております。 

 収納率につきましては、収納状況のところに書いてありますけど、小学校では 98.93％という形で、

前年度より収納率は上回っているという形になっております。 

 また、平成 26年度の小学校の未納額が 187万 5,691円という結果になっております。これに対して、

6 ページで会計監査報告をいたしまして、決算について承認いただいた中で、7 ページにおいて 26 年

度の執行残 309 万 5,401 円を議案第 2号の中で、27 年度の補正予算としてご承認をいただいたという

ことになります。 

 また、中学校の運営委員会の決算におきましては、中学校におきましては収入額について、予算を

107万 258円ほど上回り、１億 1,474万 451円。これに対する支出が１億1,260万 241円ということで、

中学校の執行残が 214 万 210 円という結果となっております。 

 中学校の収納率につきましては、98.79％ということで、中学校においても前年度を 0.63％ほど上回

ったという結果になっております。 

 また、中学校の未収額につきましては、135 万 8,969 円という結果になりまして、これに対して会計

監査報告を行い、ご承認をいただいて、その後、26 年度の執行残 214 万 210 円を議案第 2号において

27 年度の補正予算としてご承認をいただいたという結果となっております。 

この決算に伴いまして、未収額が小学校で 180 万 7,500 円ほど、中学校が 135 万 8,000 円ほどとい

う結果になりまして、合わせて 26 年度の決算における未収額については、323 万 4,660 円という結果

となっております。 

 過年度分を合わせて、未収額については、昨年度、26 年当初が 2,800 万円ほどでしたので、本年度、
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この 323 万円を合わせて、2,123 万 4,660 円が今年度における未納額という結果となっております。 

 また、過年度収入におきましては、小学校の方で 51 万円程度、中学校の方では 49 万 7,000 円とい

うことで、両方合わせて 100 万円程度の収入が過年度収入ということで、不足を出した中で入れてい

ただいているという内容となっております。 

 また、決算、補正予算の報告のほかに、資料 3、資料 4といたしまして、本年 4月に教育委員会議の

中でご報告申し上げましたけれども、各小中学校の運営委員会の中で、平成 26 年度に実施いたしまし

た食物アレルギーに関する講演会の実施結果の報告及び平成27年度の食物アレルギー調査の実施結果

の報告というのをこの中で行っております。 

 資料 5 と 6につきましては、資料 5の方は平成 26 年度の食指導の実施結果報告ということで小学校

の栄養教諭 2名、中学校の栄養教諭 2名の実施結果のご報告をした次第であります。 

 資料 6 といたしまして、これは小学校ですが、平成 27 年度より小学校において学校給食の残量調査

というのを 4 月から実施しております。これにつきましては、各小学校、やはり給食の残量がかなり

多い時と、少ない時もありますけども、ちょっと多い時がやはりあるということで、各学校に対して、

今までどれだけの残量があるのかということを通知しておりませんでしたので、今年度より各学校長

宛に対して前期分の残量についてお知らせして、あと担任の先生に協力していただいて、なるべく残

らないような形で給食を食べていただくというような形で、新しい取り組みとして、この調査を実施

しているところであります。 

 報告につきましては以上でございます。 

○石井委員 いわゆる給食費を収めていない方がいらっしゃいますよね。そういうことに対する話し

合い等はなかったのでしょうか。 

○川口学校給食センター長 話し合いというと、未納者に対してということですか。 

○石井委員 どういう取り組みをしようかとか。そういう話は出ませんでしたか。 

○川口学校給食センター長 この会議の中では、そこまでは出てきておりませんでした。 

○石井委員 そういうお話はこれからしないのでしょうか。 

○川口学校給食センター長 委員会サイドに対しては、これだけ未納者、未納額があるということに

ついては、事あるごとにお話をしていきたいとは考えておりますけれども。 

○松本委員長 ちょっとその督促というのか、回収するためにどういう取り組みをしているのかとい

うことと、2,800 万円あるということですが、最終的にそれらはどこかの時点で、切っていくみたいな

ことが多分あると思うので、それは、これからどうなっていくのか。 

○川口学校給食センター長 まず、現年度の収入につきまして、現年度分の滞納があるという部分に

ついては、これはすべて学校サイド、学校さんの方で現年度分の督促を出して収納していただいてい

るという形になります。それで、その現年度分の決算が終わった段階におきましては、未納額をすべ

て給食センターで受けまして、給食センターの方で過年度の取り扱いという形で、市の職員が督促を

出しているという形です。 

なお、不納欠損の扱いは取扱要領を作成していまして、一応 10 年という形でやっております。です

から、小学校 1 年生から中学校 3 年生までの 9 年間プラス中学校を卒業した 1 年後までにおいては督
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促を出して、収納管理を行っています。10 年を越えたものについては不納欠損にするという形で取り

扱っております。 

○松本委員長 今の説明は、たとえば小学校１年生の時に、何らかの事情で、その年は納めませんで

したよ。それは 10 年間請求するということですか。 

○川口学校給食センター長 はい。中学校に上がりましても、それは過年度分として請求をするとい

うことです。 

○櫻井学校教育課長 債権の時効としては 2 年間ですが、ただ、義務教育に在学中、それを不納欠損

してしまうのは、ほかの方が払っているのに示しがつかないだろうということで、義務教育に在学中

については、欠損処理はしません。 

不納欠損についても、前は生活状況ですとか、本来、把握ができて、支払能力がある方については、

しないのが本当なのですが、ただ、私債権というで、その方の支払能力まで調査が仕切れないという

部分があるものですから。あとは、督促状を出しても返戻で返って来るとか、行方不明になっている

方については、欠損処理します。ただ、債権については、これは時効の援用がない限り、永久に消滅

しませんので、会計上の不納欠損はしますけれども、債権としては永久に残り続ける形になります。 

○松本委員長 よろしいでしょうか。先ほどのメールの誤送信で、確認させていただきますが、問題

行動と、ここに書いてあるのですが、問題行動の内容とは何か。 

 それから、問題行動はこの時だけのことなのか。かなり頻繁にこういうことがあるのか、というあ

たり。状況といいますか、問題行動の中身と、それと配信、内容記載したメールを送ったというが、

どういう内容を具体的に出したのかというあたりを伺いたい。 

○櫻井学校教育課長 はい。まず、問題行動の内容ですけれども、美術の授業の時間に、この男子生

徒が、隣に座っている女子生徒の椅子の上に、その授業で使っているボンドを塗り、その上にその女

子生徒が座ってしまったということで、その内容、こういった行動をとったということをメールの文

書の中に記載して送信をしてしまったということです。 

 この生徒については、落ち着きのないタイプの生徒ということと、家庭の方がなかなか連絡が取り

づらい家庭といいますか、電話を欲しいという依頼をしても、なかなか電話がかかってこないですと

か、そういった保護者であったというふうに学校からは聞いております。 

○松本委員長 これはたまたまその授業の、今回、この時のいたずら心でやってしまったということ

なのか。それとも、ふだんから特定のこの女子生徒に何かするとか。ほかの教室の中でほかのことを

いろいろやるとか、そういうことではないのですか。 

○櫻井学校教育課長 特に目立った問題行動という部分では聞いてはいないですけれども、今回はそ

ういった行動を授業中にとったということと、授業で使うべきものをそういったいたずらに使ったと

いうところを保護者の方にお知らせをするとともに、その上に女子生徒が座っていますので、ジャー

ジの賠償といったことも保護者に本来はさせなければならない案件ですので、保護者の方と連絡を取

りたかったということです。 

○松本委員長 後段の方に、これから防止対策とか、こういうことが起こった場合の対応方について

検討していくということなのですが、今の説明では、そういうことをやったので、まずは連絡はする
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けど、連絡がつかないから、メールでその内容を記していいというレベルですね。それで、良いとい

う受け止め方ですね。その状況、問題行動の状況、レベルを判断して、メールでも良いと判断するか、

直接電話でというのか、それから呼び出して来ていただいたり訪問するとか、いくつか対処方という

のがあって、個別に状況は違うと思いますけど、今回の場合はその判断の方が、担任が判断をしてい

いのか、しかるべく校内的に対応していったのか、取り扱いはどうなっているのですか。 

○櫻井学校教育課長 今回、そのメールの本文の一番最後に、こういったことがあったので、是非、

ご連絡をくださいということが、言いたかったことです。それだけにしておけば、仮に配信しても何

ら問題がなかったところを、その起こした行動の内容まで記載してしまったものですから、これはや

はり問題である。だから、やはりメールでする場合は、こういった誤送信ということも考えられます

し、また今どきいろんなところに飛んで行くということもありますので、やはりせいぜい連絡くださ

いまでの形でやるのが本当なんじゃないかなと。それと今回はもう１つ問題点が、この担任教員が、

登録をすれば自分の携帯からもこのシステム上でメールの配信ができることになっているので、自分

の携帯から、今回、この内容を記したメールを送信した、というところで、要は内容も含めて、管理

職も含めてまったく知らないうちに自分１人で全部やってしまったというところもやはり問題なんじ

ゃないかなと。やはり、送る前に管理職のチェックを受けるですとか、管理職の事前承認を受けてか

ら送るというような、そういった学校の運用体制を作っていくですとか、そういったことも考えてい

く必要があるんじゃないかなというのが、今回のことを受けて思っているところです。 

○佐藤委員 一斉メール配信と書いてあったので、普通のシステムで考えたら、あり得ないとは思っ

ていたが、自分の持っている携帯からだったら、あり得ますよね。 

○櫻井学校教育課長 学校が、これはＰＴＡの方のお金を使わせてもらって、10 万円かけて入れたシ

ステムなんですね。当然、全校生徒の家庭に対して、たとえば明日、臨時休校ですとかという連絡を、

本来はするために入れた。今、なかなか電話連絡がつきづらい家庭が多いものですから、通常、ほか

の学校でもやっている電話連絡網というのがなかなか機能しないというところもあって、これを入れ

た。このシステムの場合、お金がかかっている分だけ、グループ分けをして、たとえば野球部に対し

ての明日、何時集合とかという連絡も出来る。何年何組に対しても出来る。生徒会の役員に対して、

明日、役員会があるから来なさいみたいな、そういった連絡もできるという、そういうグループ分け

をして配信が出来るようなシステムになっているそうなんです。使い勝手は当然いいのですけれども、

使い方によっては、やはりこういったことが起こり得る。起こりかねないシステムなのかなという気

はします。 

○水口教育部長 いずれにしましても、社会の常識とずれている部分があることが判明しましたので、

チェック体制づくりだとか、運用体制の構築というものは、各学校の方に指示しているところでござ

います。 

○松本委員長 メールで、事務伝達的なことであろうという時に内容までということがあるので、そ

のあたりの取り扱い方及び今のお話ありましたこれからの運用体制などがまとまった段階で報告して

もらうということで。ほかに。 

○大山委員 ここでは 9 校でということになっていますけども、来年度になるとまたもっと多くの学
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校の自主導入によって、多くの学校がこのシステム、これではない市で用意するシステム、道からの

システムをつかうことになることも想定されるんですけれども、それにあたってのセキュリティポリ

シーといいますか、メール送信にあたっての組織セキュリティポリシーの策定づくりというのは、教

育委員会の方でやっていくべきなのか。それとも各学校任せにしていくものなのか。あるいは、教育

委員会の方で大体の対案のようなものを作っておいて、各学校でそれぞれ落とし込んで各学校でまた

作ってもらうものなのかというのも、来年に向けては必要なのかなと思うんですが、今回の件でかな

り多くの学校関係者、父母の皆さんも、この事故は気づいていると思いますので、その点についても、

来年導入する学校ごとに、やっぱり保護者の皆さんも不安になるところもあると思いますので、その

へんの対策もしていった方がいいんじゃないかなと思いますが、どうでしょう。 

○水口教育部長 いずれにしましても、今の状況をきちんと各校の状況を把握した上で、教育委員会

として対策等を検討しまして、またご報告をさせていただきたいと思います。 

○佐藤委員 システムが統一されない限り、なかなかやりづらいですよね。みんな、それぞれやり方

ちがいますからね。 

○櫻井学校教育課長 グループ分けできるのは、大曲だけなんですね。ほかの無料で入れているよう

なところは、全校にということしかできない。大曲はお金をかけているシステムなものですから、そ

ういうグループ分けをして、使い勝手はいいのですけども。 

○佐藤委員 さっきの教諭が使っている携帯から送れるということは、学校から外れても出来るとい

うことですよね。そっちも問題ですよね。その携帯をなくしたら情報が漏れるということですね。学

校内でパソコンを使ってやるというのであれば、学校内の問題になりますけども、各個人の教諭のス

マホなり携帯に入っていること自体が、ちょっと問題ありますよね。 

○鹿野教育部次長 メール配信システムが、どういう目的なのかというのが明らかにされていなかっ

た。先ほどから申しているように一斉に同じ連絡を多くの人間にする。これが一番の目的であって、

個人に配信する目的では使用しないということが徹底されなかったというのが、原因の１つと思いま

す。今後、この配信システムの目的をしっかり明らかにして、その中で対策を構築していくというこ

とで考えています。 

○松本委員長 学校ごとに若干事情が違うこともあるでしょうし、統一的に対応が整備できるという

こともあるだろうし、いくらそのようなルールを決めたとしても、ケアレスミスを含めて、いろんな

ことが起こり得るので、気配りみたいなところも必要ですよね。 

 ほかに何かありますか。 

○大山委員 社会教育費委託料の件がよくわからなかったんですけれども、どういうことなんでしょ

う。 

○松本委員長 わかりやすく、説明願います。 

○棚田社会教育課長 契約事務につきましては、市で契約事務の取り扱いが決まっておりまして、そ

れに従って事務を進めるということになっています。いわゆる支出負担行為を起こすとか、そういう

順序が決まっており、このところを順序立てて進めることを、業務の忙しさにかまけて、これを忘れ

てしまった。それに伴って平成 26 年度の出納整理期間が 5月までなので、そこの間に支払いをすると
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いうことも忘れて、次の年度の支払いになってしまったという状況でございます。 

○大山委員 この具体的な内容というのは、どういう科目になるんでしょう。 

○棚田社会教育課長 委託料です。 

○大山委員 委託料というと、第 3機関への支払いと。 

○棚田社会教育課長 はい。 

○佐藤委員 前にもありましたよね。 

○櫻井教育部次長 図書館でありました。契約行為をして、システムに打ち込めば、お金を払ってい

るか、払っていないかというのは、年度末にわかるのですが、契約行為そのものを怠ったので、シス

テムに入り込んでいなく、ほかのスタッフも探しきれなかったという事情がありますが、いずれにし

ても、契約行為そのものをしてなかったと。 

○大山委員 委託者、委託されているところからの請求があって発覚したのですか。 

○櫻井教育部次長 たまたまほかのスタッフが、この仕事の支払いがないことに気づいて発覚しまし

た。相手方にも陳謝をしました。 

○松本委員長 他にご質問等ありませんか。それでは、日程第3に移りたいと思います。 

  

 

◎日程第３ ○議案第１号 北広島市中学校給食運営委員会委員の委嘱について【非公開】 

 

【非公開案件の審議等の結果】 

    原案どおり可決した。（質疑等省略） 

 

 

○議案第２号 北広島市学校結核対策委員会委員の委嘱について【非公開】 

 

【非公開案件の審議等の結果】 

    原案どおり可決した。（質疑等省略） 

 

 

○議案第３号北広島市教育委員会の共催及び後援の取り扱いに関する規定の制定について 

 

○松本委員長 議案第 3号についての説明をお願いいたします。 

○櫻井教育部次長 議案第 3 号を提案いたします。北広島市教育委員会の共催及び後援の取り扱いに

関する規定の制定についてでありますが、別紙のとおり規定を制定するため、教育委員会の議決を求

めるものであります。 

 このたびの規定制定の趣旨についてでありますが、北広島市教育委員会が行う後援については、北

広島市教育委員会後援名義等名義取扱規定に基づき、後援の承認を教育委員会各課で審査をしており
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ますが、共催については明文規定がないため、各団体等からの共催申請書記載の事業内容や目的を客

観的に判断して、共催の承認を教育委員会各課で審査している状況にあります。このため、現在の共

催承認事務は事務処理上の統一的な審査基準によらないものであり、事務の公平性と透明性や後援も

含めた共催承認事務の効率性も考慮し、後援とあわせた共催に関する事務の取り扱いを明文化するた

め、別紙のとおり、北広島市教育委員会の共催及び後援の取扱いに関する規定を制定し、旧規定を廃

止するものであります。 

 それでは、新規定の主な内容についてご説明いたします。 

 別紙 1 の、別紙の資料 1 というのが、先ほど言いました廃止をする北広島市教育委員会後援名義取

扱規定です。これとあわせて、ご覧いただければと思います。 

 こちらを旧規定というふうに説明させていただきます。 

 旧規定は、承認及び仮承認の審査や申請者への通知など、事務の取扱いは教育委員会が行う規定で

ありますが、新しい規定、今回、制定します規定は、北広島市教育委員会事務委任規則や北広島市教

育委員会事務決済規定に基づきまして、教育長が事務を取り扱う規定としています。実際には、北広

島市教育委員会事務決済規定第 4 条第 1 項第 2 号イの規定に基づきまして、共催及び後援の決定は次

長の個別的専決事項となっております。 

 次に、新規定、今回規定をします内容の第１条でありますが、新規定の趣旨について規定をしてお

ります。教育、学術及び文化の振興や、広く一般市民の教育に関する理解や知識の向上等に寄与する

事業に対しても、共催等の承認が行えるよう「地域社会の発展」という文言を採用しております。 

 次、新規定の第 2 条でありますけども、共催及び後援の定義付けと共催及び後援の対象となる事業

の定義付けを第 1号のアからウのとおり行っております。 

 次に、新規定の第 5 条でありますが、旧規定の第 2 条第 1 号において後援申請を行うことができる

団体等はおおむね 10 人以上の構成員が必要であり、一定の活動実績がある団体でも構成員の要件を満

たさない場合は後援申請ができなかったこと。今まで出来ない形になっていましたが、それを新規定

では人数要件を取り除きまして、第 5 条第 1 項第 1 号のアからオに該当する申請者が、共催等の申請

を行うことが出来るものと改めたところであります。 

 また、旧規定第 7 条の承認基準の規定を整理をしまして、校長会、教頭会、広教研等が主催する教

職員向けの研修会等と一般市民を対象とする事業ではないものの教育学術及び文化の振興に寄与する

事業であれば、共催及び後援が可能となるように、新規定第 5 条第 1 項第 2 号のアからウのとおり、

規定を改めた内容となっております。 

 次に、新規定の第 6 条では、共催等の承認決定、次の第 7 条では共催等の承認取り消し、さらに次

に第 8 条では共催等の事業報告についての事務手続きを規定しております。そして、第 9 条では共催

等の承認事務を所掌する主管課等の規定を新設しまして、共催等の承認事務の総括主管課を教育総務

課とし、あわせて共催等の承認に係る決裁には、総括主管課である教育総務課の合意が必要としてい

ます。今までは、後援については各課で処理をしていたんですが総括課の方を通すという形に改正し

ました。 

 以上が、新規定の主な内容でありますけども、新規定は交付予定日である平成 27 年 7月 9日に施行
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となるものであります。なお、旧規定は新規定の附則により廃止するものでありますけども、経過措

置としまして既に旧規定に基づき後援の承認を得ている事業の取扱いにつきましては、旧規定の例に

より行うこととしたいと考えております。 

 以上が、主な趣旨ということになります。よろしくお願いをいたします。 

○松本委員長 議案第 3号についての説明をいただきました。 

○佐藤委員 この新しい規定になって、今まで通っていたものが通らなくなるというものはないんで

すかね。 

○櫻井教育部次長 それはあるかと思います。基準がはっきりしましたので。反対に基準がないとこ

ろでは、その時の基準という感覚でやっていましたので、たとえば承認した後に申請と違えば取り消

しという行為も盛られておりますし、そのへんで言えばいろいろと出てくる可能性はあります。 

 一定の基準をつくらないと、なかなか難しくなってきているなというのが現状です。 

○松本委員長 これまで教育委員会の後援及び共催の本数というのは、年間どのぐらいあったのです

か。 

○櫻井教育部次長 共催本数はそれほど多くなかったかと思います。後援は、50～60 本はあるでしょ

うか。各課でやっていますので、それを足すと、100 ぐらいかなと思います。 

○松本委員長 要するにカウントはしてないということですね。 

○櫻井教育部次長 すみません。今度、主管課が出来ますのでカウントできますが、今まで、まとめ

たことは、ないです。 

○丸毛文化課長 共催がほとんどで、運営委員会と文化祭ぐらいです。 

○櫻井教育部次長 共催は、一応、人も出す、お金も出すというスタンスでやっていますので、一定

程度教育委員会が主体的にかかわるという事業になりますので、それで少ないことになります。 

○松本委員長 主催者の 1つ。 

○櫻井教育部次長 はい。そうです。 

○松本委員長 これからは、それが増えてくるような感じですか。 

○櫻井教育部次長 そうでもないと思います。なかなか、やはり自分たちがやるということで。自主

事業で、教育委員会としてやるべきことはほとんどやりますので、ほかの団体がやって教育委員会が

一緒にやるということは、それほど多くないのではないかなと思っています。 

○佐藤委員 決算は、30 日以内となっているのですが、結構これはきつくないですか。 

○櫻井教育部次長 事業が終わって 30 日以内ですので、きついと思ってなかったですが。 

○佐藤委員 こういう事に関わっていますが、結構厳しいです。 

○櫻井教育部次長 厳しいですか。 

○佐藤委員 厳しい。いや、共催じゃなければいいのかな。文化祭だったら大丈夫なのでしょうね。

夏祭りはどうでしたか。 

夏祭りは共催しましたか。 

○櫻井教育部次長 していないですね。 

○松本委員長 ご異議なければ、議案の第 3 号、事務局から説明があった内容で決定というふうにし
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たいと思いますが、よろしいでしょうか。 

（異議なし） 

○松本委員長 議案第 3号については原案可決といたします。日程第 4に行きたいと思います。 

 

 

◎日程第４ その他 

 

○櫻井教育部次長 はい。その他ということで、次回の教育委員会第 11 回の日程について、8 月 6 日

木曜日、15 時からということで、こちらの会議室で行いたいと思っています。 

 予定議案としましては、9月定例会に提出予定の教育行政報告と 28 年から 30 年度の推進計画の策定

の関係等についても予定をしております。さらに、終了後、教科用図書の採択に係る勉強会を開催し

たいと考えております。 

 それと、このあと言いますが、8 月 25 日、苫小牧で行われます北海道都市教育委員会連絡協議会の

定期総会、また分科会が開催されます。分科会のテーマの案内がまだですが、来ましたら各委員さん

が参加されるテーマ、内容に沿った勉強会もこの時に開催したいと思っております。 

 次に今後の予定で、第 12 回の教育委員会会議の予定ですが、連絡協議会総会の前段になりますが、

8 月 25 日の火曜日、9 時半から、こちらの教育委員会会議室で行いたいと思います。この時には、平

成 28 年度に使用する小中学校用教科用図書の採択についてと、平成 28 年度に小中学校の特別支援学

級で使用する教科用図書の採択についてということで、お願いをしたいと思います。 

 それが終わりましたら、苫小牧で行われる 1泊 2日の平成 27 年度北海道都市教育委員会連絡協議会

定期総会に出発するという予定で、段取りをさせていただいています。なお今年も、随行は、河合主

査が同行します。 

 次、北広島市西高校の視察の関係でありますが、学び直しキャリア教育等の特色ある教育活動につ

いて説明を受け、授業参観も実施したいと思いますが、学校の都合で 9 月以降に開催を予定しており

ます。 

 次、平成 28 年度使用、中学校用教科書見本についてですが、数冊を皆さん、お持ち帰りをいただい

て、次回の教育委員会で感想を伺いたいなと思います。 

 以上です。 

○松本委員長 西高校の視察の件ですけど、たまたま、うまい具合に、たとえばキャリア教育に絡む

何か講義というか、参考になるものがあれば、授業参観もいいかなと思いますので。 

○櫻井教育部次長 わかりました。そういうことで対応したいと思います。 

後、もう 1点、学校教育課長の方から報告をいたします。 

○櫻井学校教育課長（非公開内容の報告により省略） 

○小島センター長 今、配ってもらっている資料で説明いたします。まず、私たちのまちのエコミュ

ージアムと書いてあるものをご覧いただきたいと思います。 

ホチキスで止めてあるものの一番上、エコミュージアム講演会１周年を記念して、7 月 26 日、日曜
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日の 1時半から開演したいと予定しています。 

基調講演では、松本委員長に、お話を伺うことといたしまして、快諾をいただいたところでありま

す。エコミュージアムとは何なのかという、基本の基本を市民の皆さんにお知らせしたいということ

で、講演をお願いしました。 

また、パネルディスカッションを後半やりますけども、石狩市で今検討されているエコミュージア

ムの状況、それから先輩格にあたりますが、壮瞥町が参画していたエコミュージアムとそれをベース

としたジオパークの取り組み、そういったもののお話が聞けます。それから、北広島が進めるエコミ

ュージアムということでは、私たちのエコミュージアム知新の駅の活動を支えてくださっている市民

大学ＯＢ会の代表の方ですとか、自然遺産の達人、歴史遺産の達人などから実際の現場も話を伺いな

がら、全体として、それぞれの方にとってのエコミュージアム、そして北広島市としてのエコミュー

ジアムは、どいふうに進めるのかということを共に考える機会としたいと思っています。 

 ７月１日号の広報にも載せて、皆さんもご存じだったかも知れませんけども、７月 17 日、金曜日ま

でにお電話いただければ、受付をさせていただきたいと思っております。 

 それから、2枚目以降でありますが、この夏の事業を簡単に記載させて頂いています。夏休みの子ど

もたちに向けた「北広島の昆虫と植物」という取り組みを展示してまいります。 

 それから、8 月 8 日から 16 日の間、8 日間ではありますけども、旧島松駅逓所で夏のライトアップ

を行います。こちらの方も、新聞等ではＰＲしておりますけどもご覧いただければと思っています。 

 なお、1 枚ものでお配りした「写真から見る北広島のあゆみ」でありますけども、こちらは既に 6

月 6 日から始まっており、7 月 20 日で終わってしまいますが、まだご覧いただいていない方がいらっ

しゃいましたら、ぜひ、足を運んでいただければと思います。 

 7 月に入ってから、少し展示している写真を増やしました。北広島駅の初代駅長だった方の長男の方、

もう既に 80 代の方なのですが、西沢さんという方から写真をたくさん提供していただきまして、それ

をパネルにして貼ってあります。 

 それから、終戦 70 年の年ということで、戦争に絡む物事も若干展示しておりますので、こちらもぜ

ひ、お運びいただければと。 

 以上、ＰＲであります。ありがとうございました。 

○櫻井学校教育課長 これが、今使っている教科書です。略になっていますが、教出というのが教育

出版、東書が東京書籍、日文が日本文教出版ということで、いま現在採択されている教科書です。 

 

◎閉会宣言 

 

○松本委員長 それでは予定された議案すべて終了いたしましたので、以上をもちまして第 10 回の教

育委員会会議を終了させていただきたいと思います。ありがとうございました。 

午後４時３０分 閉会 

 

 



- 14 - 

 

 

以上、会議を記録し、正確を期するためにここに署名する。 
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